
平成30年度　評価対象事業（候補）一覧

（単位：千円）

1
政）政策企画部
ＩＣＴ戦略推進担
当課

2
市）地域振興部
区政課

3
市）地域振興部
区政課

4
市）地域振興部
区政課

5
市）地域振興部
市民自治推進
課

6
市）地域振興部
市民自治推進
課

7
市）地域振興部
市民自治推進
課

8
市）地域振興部
市民自治推進
課

9
市）地域振興部
市民自治推進
課

10
市）地域振興部
市民活動促進
担当課

予算32,000→決見28,125
（補助金）

予算30,000→決見748
（預託金）

予算31,000→決見23,400
（委託料）

　－

予算6,000→決見6,000
（委託料）

予算218,000→決見216,399
（補助金）

予算60,000→決見13,000
（補助金、委託料）

予算1,600→決見495
（委託料）

No
事業名

【】内は、評価調書上の事業名
担当部署 事業概要

H29予算⇒決算見込み
（　）内は主な支出内容

予算2,156→決見2,095
（ポイントサービス提供業務

委託料）

①予算81,000→決見76,238
（併設工事、移転後解体工

事）
②予算60,000→決見39,993
（改修工事、実施設計）
③予算19,000→決見14,647
（実施設計、地質調査）

市民の地域貢献活動等への参加を促進するため、各種活動等
への参加に対し、さまざまな特典と交換できるポイントを付与す
る「地域ポイント制度」について、実証実験を通じて、より市民に
使いやすい制度を検討・構築します。
※H29年度事業終了

地域活動の場整備支援事業
【地域活動の場整備支援事業
費】

企業による市民活動促進事業
【企業による市民活動促進事
業】

地域における多世代交流を促進するため、小学校の改築などに
合わせて地域交流施設、まちづくりセンターを併設します。ま
た、建物の更新時期が小学校の改築などのタイミングに合わな
いまちづくりセンター・地区会館については老朽化対策を行いま
す。

小学校併設地域交流施設設置
事業
【①小学校併設地域交流施設
整備事業費】
【②まちづくりセンター・地区会
館保全リニューアル事業費】
【③まちづくりセンター・地区会
館更新事業費】

地域ポイント制度活用検討事
業
【地域ポイント制度活用検討事
業費】

市民集会施設整備補助事業
【市民集会施設建築費等補助
金】

市民集会施設建築資金等貸付
事業
【市民集会施設建築資金等貸
付事業費】

町内会活動総合支援事業
【町内会活動総合支援事業】

町内会加入促進に向けた調査
検討事業

次世代の活動の担い手育成事
業
【次世代の活動の担い手育成
事業】

住民組織助成事業
【住民組織助成金】

町内会などの活動の場を確保するため、町内会などが市民集
会施設を新築・改築、借上げ、解体する場合に、その費用の一
部を補助します。

市民集会施設の建築資金又は用地購入資金に対して、金融機
関へのあっせん融資により低利かつ円滑な資金調達を可能に
し、市民集会施設の建て替えを促進します。

町内会活動を多面的かつ継続的に支援するため、メディアを活
用した加入啓発や不動産関連団体などとの連携に取り組むほ
か、町内会自らが行う加入促進などに対する取組などを支援し
ます。

今後の町内会支援や町内会への加入促進に向け、他都市の事
例の調査を行うとともに、有識者・町内会役員などによる検討委
員会を設置し、条例など法的整備も視野に入れた支援策を検討
します。
※H28年度事業終了

次世代のまちづくり活動の担い手育成のため、初めて地域活動
に参加していく小学生と、社会人デビューを控えた大学生を対
象としたまちづくり活動への参加機会を拡大します。

地域住民相互の連帯感の醸成を図り、心のふれあう温かい地
域社会の形成を支援するため、札幌市内における町内会等住
民組織の自主的な運営や活動費用の一部を助成金として交付
します。

地域課題の解決に向けた地域のまちづくり活動を活性化させる
企画提案を募集し、提案が採択された市民グループに施設改
修などのハード整備を対象とした補助金を交付します。

企業による社会貢献活動を促進するため、活動に至るまでのコ
ンサルティング支援や活動のＰＲを行うとともに、企業との協働
を進めるための仕組みをつくります。※コンサルティング支援は
Ｈ28年度終了

政策分野１：暮らし・コミュニティ

政策目標３ 地域の課題を地域の力で解決する街

施策１ 地域活動を活発化する環境づくり

人と人のつながりによる地域コミュニティの形成を促進するため、地域のまちづくり活動の担い手となる人材

を発掘・育成します。さらに、様々な活動主体同士の連携を促進し、相乗効果による活動の活発化を図るとと

もに、市民の居場所・活動拠点づくりを推進します。

■成果指標
指標設定の考え方 指標 現状値 目標値

【参考】目標値
（ビジョン）

地域活動への市民の意識を示す指標 町内会加入率
70.1％

（平成26年度）
75.0％

（平成31年度）
75％

（平成34年度）

ＮＰＯ活動の活発さを示す指標
市内に主たる事務所を置く
ＮＰＯ認証法人数

914団体
（平成26年度）

1,123団体
（平成31年度）

1,300団体
（平成34年度）
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（単位：千円）

No
事業名

【】内は、評価調書上の事業名
担当部署 事業概要

H29予算⇒決算見込み
（　）内は主な支出内容

11
市）地域振興部
市民活動促進
担当課

12
市）地域振興部
市民活動促進
担当課

13
市）地域振興部
市民活動促進
担当課

14
市）市民生活部
消費生活課

15
市）文化部文化
振興課

16
ス）スポーツ部
企画事業課

17
ス）スポーツ部
企画事業課

18
ス）スポーツ部
企画事業課

19
ス）スポーツ部
企画事業課

20
ス）スポーツ部
企画事業課

21
ス）スポーツ部
施設課

22
保)高齢保健福
祉部高齢福祉
課

23
保)高齢保健福
祉部高齢福祉
課

24
保)高齢保健福
祉部高齢福祉
課

25
保)保健所健康
企画課

26
保)保健所健康
企画課

予算6,100→決見6,038
（委託料）

地域まちづくり人材育成事業
【地域まちづくり人材育成事業
費】

まちづくり活動団体情報提供シ
ステム整備・活用事業
【まちづくり活動団体情報提供
システム整備・活用事業費】

地域課題解決のためのネット
ワーク構築事業
【地域課題解決のためのネット
ワーク構築事業費】

消費者行政活性化事業
【消費者行政活性化事業費】

市民力を結集した地域課題の解決を促すため、コーディネー
ターの育成を強化し、育成した人材をまちづくり活動団体などへ
アドバイザーとして派遣するなど活用する仕組みを創設します。

市民がまちづくり活動に関する情報を手軽に入手し、よりいっそ
う活動に参加できるよう、市民まちづくり活動への理解を深めら
れるような情報コンテンツなどを作成・提供します。

市民力の結集による地域課題の解決に向け、ＮＰＯと町内会な
どが協働して実施する事業に対して財政的支援を実施するほ
か、ＮＰＯを町内会等へ派遣して地域との連携を図ります。

消費者の安全・安心を確保するため、消費者教育の推進や消
費生活相談の充実等の各種相談を実施します。
※H29年度　監査対象事業

予算2,500→決見2,453
（委託料）

予算14,000→決見7,391
（補助金、委託料）

予算34,000→決見19,284
（消費者教育カタログ化
8,640、大学生向け教材作成

3,334）

文化活動練習会場学校開放事
業
【文化活動練習会場学校開放
事業費】

市民運動広場整備事業
【市民運動広場用地整備事業】

ファイターズ屋内練習場市民
開放事業
【ファイターズ屋内練習場市民
開放事業費】

学校開放事業
【学校開放事業運営費】

音楽、演劇などの文化芸術活動を行っている市内の個人・団体
に対し、練習会場として市立小学校の教室を開放し、市民の文
化活動を支援します。

北区新琴似の市有地について、運動広場としての利用計画の
策定や事業化に向けた検討を進め、多目的の市民運動広場と
して活用を図ります。

北海道日本ハムファイターズの屋内練習場を市民開放し、ス
ポーツの振興を図ります。

小中学校の体育施設を市民へ開放し、身近なスポーツ活動の
場を市民へ提供します。

予算7,700→決見7,503
（学校開放事業委託料、札
幌市公共施設予約情報シス

テム委託料）

予算55,000→決見26,305
（基本設計業務委託料、事
業予定地管理業務委託料）

予算2,600→決見2,072
（NPO法人北海道野球協議

会への補助金）

予算343,000→決見336,557
（学校開放事業委託料）

地域スポーツにぎわい促進事
業

オリンピアンズキャラバン事業
【オリンピアンズキャラバン事
業費】

札幌ドームアマチュア大会利
用料金減免補填補助事業
【札幌ドームアマチュア大会利
用料金減免補填補助金】

札幌シニア大学運営事業
【札幌シニア大学運営費】

地域スポーツクラブ（体育振興会等）の活性化を図り、各地域に
おけるスポーツ活動のにぎわいを促進します。
※H30年度事業終了検討中

スポーツを始めるきっかけづくりや町内会等の地域諸団体の活
性化につなげるため、地域で開催されるスポーツイベントや体
験会に元オリンピック選手等を派遣します。

札幌ドームを利用して全道全市大会クラスのアマチュアスポー
ツ大会を開催する場合に、それに係る利用料金を減免することで
開催を支援し、市民が札幌ドームを直接利用する場 機会を創出しス
ポーツ振興を図ります。

60歳以上の市民を対象に、地域社会活動のリーダー養成を目
的として、2年課程で系統的な学習と実践活動の講座を実施しま
す。

-

予算2,900→決算2,319
（講師謝礼（オリンピアン、補

助指導員））

予算49,000→決見47,449

予算6,400→決算5,486
（運営業務委託料）

はつらつシニアサポート事業
【はつらつシニアサポート事業
（高齢者地域貢献支援事業）】

札幌市保養センター駒岡屋外
施設活用検討事業
【札幌市保養センター駒岡屋外
施設活用検討事業】

地域の健康づくり推進事業
【地域の健康づくり推進事業
費】

食育推進事業

高齢者団体の自主的な運営により実施される地域貢献事業に
対して支援を行います。シニアサロンモデル事業（高齢者向け
サロンの開設・運営への補助）、シニアチャレンジ事業（先駆的
な社会貢献活動への補助）を実施します。

平成27年に解体した屋内パークゴルフ場・熱帯植物館の跡地及
び陥没により使用不能となっている屋外パークゴルフ場の今後
のあり方について、市民・利用者の意見を聞きながら検討を行
い活用方針を定めます。
※H29年度事業終了

地域における自主的な健康づくりを推進するため、健康づくりに
関する指導経験を有する市民を健康づくりサポーターとして登
録し、自主活動グループや町内会などの地域組織など健康づく
りに取り組む団体に派遣します。

子どもから高齢者までの幅広い世代へ、健康づくりのための食
育支援事業を行うとともに、課題の多い若い世代の食生活の改
善や、働く世代の生活習慣病予防に向けた食育支援事業等を
実施します。

予算5,900→決算1,290
（シニアサロンモデル事業補

助金）

-

予算2,800→決算2,295
（健康づくりサポーター派遣

に係る報償費等）

予算14,618→決算14,115
（需用費5,645、委託料

1,689）



（単位：千円）

No
事業名

【】内は、評価調書上の事業名
担当部署 事業概要

H29予算⇒決算見込み
（　）内は主な支出内容

27
子）子ども育成
部子ども企画
課

28
経）産業振興部
商業・金融支援
課

29
経）産業振興部
商業・金融支援
課

30
中）市民部地域
振興課

31
北）市民部地域
振興課

32
北）土木部維持
管理課

33
白）市民部地域
振興課

34

厚）市民部総務
企画課
厚）土木部維持
管理課

35
厚）市民部地域
振興課

36
豊）市民部地域
振興課

37
清）市民部地域
振興課

38
南）市民部地域
振興課

39
手）市民部地域
振興課

予算6,333→決見：6,389
（①スポーツ能力測定会 ②
スポーツバイキング2017）

予算3,748→決見2,694
（アトラクション等運営業務
924、会場設営等業務280）

予算1,050→決見976
（平成29年度出会いの場創
出事業支援業務、平成29年
度Facebook広告を活用する
出会いの場創出事業告知業

務）

予算1,291→決見978
（札幌市・手稲町合併50周年
記念意見交換会・冬の手稲
山魅力再発見事業・手稲山

ウオーキング）

予算315,000→決見307,349
（建築工事、機械工事）

予算11,000→決見8,963
（補助金、広報業務委託費）

予算63,000→決見36,210
（補助金、ファシリテーター謝

金）

予算2,332→決見1,280
（路面電車フルラッピング業
務、時間外勤務手当）

予算1,500→決見：1,500
（JR百合が原駅前ロータリー

緑化）

予算16,340→決見4,465
（ポプラ通再整備2,715、藍栽
培の歴史体験授業等1,365）

予算1,000→決見991
（ガイド・チラシの作成、情報

交換会の開催）

①予算2,000→決見1,924
再整備計画策定補助業務
 （現地調査や検討委員会
　運営補助等、.検討委員会

委員報酬)
②予算3,000→決見3,000
再整備計画策定補助業務
 （現地調査や検討委員会

　運営補助等）

予算6,000→決見6,611
（委託料、報償費）

とよひらスポーツ応援プロジェ
クト事業
【未来へつなぐ笑顔のまちづく
り活動推進費】

花とみどりのネットワーク事業
【未来へつなぐ笑顔のまちづく
り活動推進費】

出会いの場創出事業
【未来へつなぐ笑顔のまちづく
り活動推進費】

手稲ふるさと創生事業

公的な放課後の居場所が整備されていない札苗緑小学校区に
おいて、児童会館機能に加え、多世代交流等の機能を付加した
施設を整備します。
※H29年度事業終了

地域コミュニティと地域経済の活性化を図るため、空き店舗を活
用した開業を支援します。

地域と連携したイベントの実施や、地域資源の活用・国際化へ
の対応など、にぎわい創出や地域課題の解決に取り組む商店
街を支援します。

市民、各団体、学校の連携により、市電を活用した様々な事業
を展開して情報発信することで、市電とその沿線の活性化を図
ります。

ＪＲ駅や地下鉄駅周辺について地域ごとに特徴を持たせた緑化
を行い、駅を核とした街づくりを進めるとともに、街路樹の植樹
桝などに花苗を植え込み、北区全体の道路景観の向上を図りま
す。

北区がこれまで取り組んできたポプラ通の再整備、亜麻栽培及
び藍栽培に係る歴史の伝承といった「歴史と文化のまちづくり」
をより一層進めていきます。

地域活動の中核を担う町内会活動をより活性化することを目的
に、町内会活動への意識啓発、町内会自体の活動の支援等を
実施し、町内会活動の活性化及び底上げを図ります。

老朽化した厚別中央市民交流広場と科学館公園について、市
営住宅下野幌団地の余剰地などを核としたまちづくり推進事業
と連携して再整備し、地域のにぎわいを創出します。

新さっぽろ駅周辺のにぎわいを創出することで厚別区全体の活
性化につなげるとともに、市民交流広場や周辺の文化・教育施
設等を活用して、地域団体や企業等との協働による事業を実施
します。

札幌ドームを始め多数の国際規模のスポーツ施設があり、プロ
スポーツチームの本拠地でもある区の特長を最大限に活用し、
区民がスポーツに親しむきっかけとなる場を提供します。

ガーデニングを清田区の地域資源として、区民一人ひとりが庭
造りなどに取り組む機運を醸成し、花やみどりとふれあうきっか
けの場の創出を図るとともに、「清田区花サポーター」による区
民ネットワークの構築を進めます。

独身の方を対象に出会いの場の創出及び地域の活性化を目的
とした婚活イベントを南区で実施します。

区民一人一人がふるさと意識を持ち、地域への愛着を深めるこ
とで、まちづくり活動への参加意欲を高めることを目的に、区の
魅力を再認識できるような多方面の事業を行います。

札苗緑小学校区多世代交流施
設整備事業

ストック活用型商い創出事業

地域商店街支援事業

市電と沿線の活性化事業
【未来へつなぐ笑顔のまちづく
り活動推進事業】

駅を中心としたみどりの顔づく
り事業
【駅を中心とした「みどり」の顔
づくり事業費】

北区の歴史資源を活用したま
ちづくり事業

町内会活動活性化支援事業
【町内会活動総合支援費】

厚別中央市民交流広場・科学
館公園再整備事業
【①未来へつなぐ笑顔のまちづ
くり活動推進費】
【②科学館公園ふれあい整備
事業】

新さっぽろ駅周辺にぎわい推
進事業



平成30年度　評価対象事業（候補）一覧

（単位：千円）

40 市）地域振興部区政
課

41 市）地域振興部市民
自治推進課

42 市）地域振興部市民
自治推進課

43 市）地域振興部市民
自治推進課

44 市）地域振興部市民
自治推進課

45 市）地域振興部市民
活動促進担当課

46 ス）スポーツ部企画
事業課

47 東）市民部地域振興
課

48 白）市民部地域振興
課

49 白）市民部地域振興
課

No
事業名

【】内は、評価調書上の事業名
担当部署 事業概要

地域マネジメント推進事業
【地域マネジメント推進事業費】

地域の特性や課題などを地域住民が共有するための勉強
会などを開催するとともに、将来の展望とその実現に向け
た活動指針である「地域まちづくりビジョン」策定のための
ワークショップ開催などを支援します。

予算35,000→決見34,000
（委託料）

H29予算⇒決算見込み
（　）内は主な支出内容

犯罪のない安全で安心なまちづく
り推進事業
【犯罪のない安全で安心なまちづ
くり推進事業】

地域ぐるみで子どもを犯罪から守るため、町内会・学校・ＰＴ
Ａ・民間事業者などと連携して実施する「札幌市子ども110
番の家支援事業」を創設し、普及・啓発活動や、より実効性
を高めるための取組など様々な支援を行います。

予算9,600　→決見3,845
（薄野地区におけるプランター
設置撤去業務、子ども110番の
家支援事業災害見舞金等補償

金）

地域カルテ・マップ活用推進事業

未来へつなぐ笑顔のまちづくり活
動推進事業
【未来へつなぐ笑顔のまちづくり
活動推進事業】

まちづくりセンター地域自主運営
化推進事業
【まちづくりセンター地域自主運
営化推進事業】

区や地域の特性を活かしたまちづくり活動を推進するた
め、地域課題の解決やネットワークの構築など、市民の主
体的なまちづくり活動を支援するとともに、「地域まちづくり
ビジョン」を策定した地域に対し、その実現に必要な活動を
支援します。

地域が主体的にまちづくりを行うことができるよう、地域活
動団体による自主運営まちづくりセンターの運営、自主運
営化に向けた地域の検討を支援します。

予算422,000→決見345,000
（補助金、委託料）

予算90,000→決見85,097
（委託料、補助金）

市民まちづくり活動促進総合事業
【市民まちづくり活動促進総合事
業費】

地域カルテ・マップ活用により地域の現状把握と地域課題
を解決するために、防犯や防災など地域のニーズに合った
地域オリジナルマップづくりを支援するほか、勉強会やワー
クショップ開催を支援します。
※H27年度事業終了

より気軽に寄付しやすい環境づくりを進めるため、さぽーと
ほっと基金のクレジットカード納付を導入するほか、まちづく
り活動団体への支援の充実と寄付文化の醸成を図ります。

―

予算86,000→決見53,490
（補助金）

地域スポーツ指導者活用事業
【地域スポーツ指導者活用事業
費】

地域コミュニティ形成促進事業
【町内会活動活性化支援事業】

地域のスポーツ指導者（ボランティア）を募集し、市立中学
校・高等学校のスキー学習等に派遣します。

町内会が設立されていない地域に対し、町内会の新規設
立を促し地域コミュニティの形成を促進します。
※H29年度事業終了

予算1,900→決見977
（謝礼、保険）

予算900→決見993
(業務委託費918、職員手当等

75)

予算4,237→決見3,035
（イベント委託料、パーテーショ

ン加工）

予算1,876→決見892
（講師謝礼、資材購入）

白石区複合庁舎にぎわい協働プ
ロジェクト事業
【未来へつなぐ笑顔のまちづくり
活動推進事業】

白石こころーどタイルアート事業
【未来へつなぐ笑顔のまちづくり
活動推進事業】

白石区複合庁舎のイベントスペースを活用して、区民や関
係団体との協働により、にぎわいを創出するイベントを開催
するとともに、まちづくり団体のネットワークづくりを支援しま
す。

白石こころーどトンネル内に、地域住民の手により明るく夢
のあるタイルアート（壁画）を描くことで、トンネルを快適な憩
いのある芸術空間に変え、地域の魅力を更に高めるととも
に地域住民間の連帯強化を図ります。

政策分野１：暮らし・コミュニティ

政策目標３ 地域の課題を地域の力で解決する街

施策２ 地域マネジメントの推進

市民が主体的に取り組む地域活動を支援するため、町内会を始めとした地域の様々な活動主体間のネット

ワークの構築に向けたまちづくりセンターなどによる支援・調整機能を強化します。また、幅広い市民、

団体が参加する区民協議会等の活動の活発化を図るとともに、地域の特性に合わせた課題解決への支援な

どにより、地域マネジメントを推進します。

■成果指標

指標設定の考え方 指標 現状値 目標値
【参考】目標値
（ビジョン）

市民活動の活発さを示す指標
「市民まちづくり活動」に参加したことのある
市民の割合

94.1％
（平成26年度）

100％
（平成31年度）

100％
（平成34年度）

地域活動への市民の意識を示す指標【再掲】 町内会加入率
70.1％

（平成26年度）
75.0％

（平成31年度）
75％

（平成34年度）

資料2-2



（単位：千円）

No
事業名

【】内は、評価調書上の事業名
担当部署 事業概要

H29予算⇒決算見込み
（　）内は主な支出内容

50 豊）市民部総務企画
課

51 豊）市民部地域振興
課

52 清）市民部地域振興
課

53 西）市民部地域振興
課

54
手）市民部総務企画
課
手）保健福祉部保健
福祉課

予算3,004→決見：3,059
（各種啓発グッズ製作831、写
真撮影コーナー開設453）

予算210→決見210
（活動報告書デザイン制作85・

同印刷100）

「きよたマルシェ」実施事業
予算1,735→決見1,758

（会場設営等委託1,235、需用
費431）

TOYOHIRA「おもてなし特区」推
進事業
【未来へつなぐ笑顔のまちづくり
活動推進事業】

とよひらまちづくりパートナー事業
【未来へつなぐ笑顔のまちづくり
活動推進事業】

冬季オリンピック・パラリンピックの招致を見据え、地域の気
運の醸成と活性化を図るため、豊平区を来訪する方々（「来
豊者」）に対し、地域・企業・商店街などと連携して様々な
「おもてなし」の取組を展開します。

地域のまちづくりに参加・協力する意向のある企業・学校・
各種団体を「まちづくりパートナー」として登録し、様々な地
域の活動につなげていくことを通じて、多様な担い手による
まちづくりを進めるための機運醸成を図ります。

予算3,493→決見2,954
（補助金2,292）

予算3,479→決見2,099
（道路路面用ステッカー購入費

用、講師派遣費用）

エコまち西区推進事業

安全・安心なまちづくり総合戦略
事業

区民協議会である「きよたまちづくり区民会議」や地元農
家、企業、関係団体と連携し、清田区の農産物のＰＲ、地産
地消・食育の推進などを目的とした「きよたマルシェ」を開催
します。

住民による環境活動が定着・継続・発展するまち（通称「エ
コまち」）を実現するため、区民協議会である「西区環境まち
づくり協議会」の活動を支援します。

手稲区の安全・安心なまちづくりを、防災、防犯防火、交通
安全などの観点から、市民・企業・行政が一体となって総合
的・戦略的に取り組みます。



平成30年度　評価対象事業（候補）一覧

（単位：千円）

55
総）情報システム
部システム調整
課

56 環）環境事業部
事業廃棄物課

57 環）環境都市推
進部環境計画課

58 環）環境都市推
進部環境計画課

59 環）環境都市推
進部環境計画課

60 環）環境都市推
進部環境計画課

61 環）環境都市推
進部環境計画課

62 環）環境都市推
進部環境計画課

63
環）環境都市推
進部エコエネル
ギー推進課

No
事業名

【】内は、評価調書上の事業名
担当部署 事業概要

合併処理浄化槽設置費・維持管
理費補助事業
【合併処理浄化槽普及促進事業
費】

専用住宅に合併処理浄化槽を設置する設置者又はしてい
る者に対し、河川などの良好な水環境保全のために、設置
費及び維持管理費の一部補助を実施します。

予算31,000→決見13,062
（合併処理浄化槽設置整備事
業補助金7,398、合併処理浄化
槽維持管理費補助金5,302）

H29予算⇒決算見込み
（　）内は主な支出内容

菊水分庁舎地球温暖化対策事
業
【菊水分庁舎地球温暖化対策事
業】

菊水分庁舎の温暖化対策として、設備の更新時期に合わ
せて省エネルギー設備を導入します。
※H29年度事業終了

予算13,000→決見13,000
（庁内電灯LED化工事）

エコドライブ活動定着推進事業
【エコドライブ活動定着推進事業
費】

各種講習会の開催や運転解析機器の貸出し、運転シミュ
レーターを用いたエコドライブ体験会などを実施することで、
市民・事業者へエコドライブの実践・定着を図り、自動車か
ら排出されるＣＯ2を削減します。

予算3,400→決見2,513
（エコドライブ活動サポートプロ
ジェクト運営業務2,025、エコドラ
イブ指導者養成講習会運営業

務340）

温暖化対策推進事業
【温暖化対策推進計画費】

平成27年３月に策定した札幌市温暖化対策推進計画に基
づき、市内における温室効果ガス排出量の算定や、市民・
事業者に対する意識調査の実施など、温暖化対策に向け
た取組の進行管理を行います。

予算4,700→決見2,137
（温室効果ガス排出量の算定・
各種データ解析（エネルギービ
ジョン進行管理報告書作成を含
む）1,339、市民・事業者の意識

調査339）

環境基本計画改定
【環境基本計画改定事業費】

世界に誇れる「環境首都・札幌」の実現に向け、市民・事業
者・ＮＰＯなどによる環境対策を進めるため、社会情勢や関
連する計画の策定状況を踏まえ、環境保全に関する上位計
画である環境基本計画を改定します。
※H29年度事業終了

予算9,700→決見8,331
（第2次札幌市環境基本計画策
定業務7,020、第2次札幌市環
境基本計画及び概要版の印刷

303）

さっぽろスマートライフ推進事業
【さっぽろスマートライフ推進事業
費】

低炭素社会を実現するため、ムダなく、かしこく、省エネ・節
電を楽しむさっぽろスマートライフが定着した街を目指して、
うちエコ診断など各種取組を実施し、市民に対する普及啓
発を行います。

予算37,000→決見33,667
（さっぽろスマートシティプロジェ
クト企画企画運営業務16,038、
平成29年度札幌市COOL
CHOICE普及啓発企画運営

5,130）

札幌市環境プラザ情報発信機能
強化事業
【札幌市環境プラザ情報発信機
能強化事業費】

札幌市の主要な環境拠点施設である環境プラザにおいて、
より実践的な学習内容となるよう展示物を更新し、情報発
信力の強化を図ります。
※H29年度事業終了

予算6,000→決見6,088
（札幌市環境プラザ展示物等更
新業務5,999、廃棄物収集運搬

処理業務39）

総合的環境教育推進事業
【総合的環境教育推進事業費】

地球温暖化対策を推進するに当たり、次世代を担う子ども
たちに対する環境教育が重要であることから、札幌市環境
教育基本方針に基づき、エコライフレポートなど子どもを中
心とした環境教育を進めます。

予算20,000→決見13,131
（「かんきょうみらいカップ2017」
負担金2,000、「さっぽろこども
環境コンテスト2017」運営業務

1,566）

建築物環境配慮推進事業
【建築物環境配慮推進事業費】

建築物から排出されるＣＯ2を削減するため、札幌市建築物
環境配慮制度に基づく環境性能評価ソフト「ＣＡＳＢＥＥ札
幌」の普及啓発を進め、環境性能の高い建物の設計を促進
します。

予算5,600→決見3,537
(建築物環境配慮計画評価結
果確認業務3,138、職員手当

352)

政策分野３：低炭素社会・エネルギー転換

政策目標８ エネルギー効率の高い持続可能な街

施策３ 市民・企業による環境負荷低減の取組の推進

地球温暖化対策などの環境負荷を低減する取組の推進により、社会全体でのエネルギー消費量の低減を

図ります。そのため、公共施設での先導的な取組や環境教育の推進などにより、市民・企業の環境意識

の醸成・向上を図ることで、環境に優しいライフスタイルへの転換や環境負荷を低減する行動などを促

■成果指標

指標設定の考え方 指標 現状値 目標値
【参考】目標値
（ビジョン）

市民の環境配慮行動の実践状況を示す指標 環境配慮活動を実践している人の割合
64％

（平成26年度）
78.4％

（平成31年度）
90％

（平成34年度）

省エネなどの実践状況を示す指標 電力需要量
90億kWh

（平成26年度）
88億kWh

（平成31年度）
86億kWh

（平成34年度）
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64
環）環境都市推
進部エコエネル
ギー推進課

65
環）環境都市推
進部環境管理担
当課

66
環）環境都市推
進部環境管理担
当課

67 建）土木部道路
維持課

68 建）土木部道路
維持課

69 交）高速電車部
施設課・電気課

70 教）生涯学習部
学校施設課

71 教）中央図書館
運営企画課

札幌版省エネ社会実現事業
【札幌版省エネ社会実現事業費】

市域全体の省エネ活動を一層推進し「札幌版省エネ社会」
を実現するため、札幌版省エネ技術（３Ｓ）を省エネビジネス
として活用できる力量の高い技術者を積極的に育成しま
す。

予算21,000→決見17,355
(札幌市省エネ技術(Sapporo
SmartSystem)構築のための検
証10,522、事業者向け省エネル
ギー技術講座実施業務4,946)

電力見える化プロジェクト事業
【電力見える化プロジェクト事業
費】

市有施設の効率的なエネルギー利用の促進・節電取組を
強化するため、市有施設に使用電力を監視する装置を設置
し、電力の見える化を実施します。

予算9,200→決見9,144
(電力見える化業務委託費
9,126、デマンド監視モニター修

繕費18）

環境マネジメントシステム事業
【環境マネジメントシステム事業
費】

市内の環境負荷低減を目指し、市役所における環境マネジ
メントシステム（ＥＭＳ）の運用及び事業者への環境配慮活
動の支援を実施します。

予算6,000→決見5,140
(環境報告書展運営業務委託
費935、さっぽろ環境賞運営補

助業務委託費335)

ＬＥＤ街路灯推進事業
【市設街路灯整備費】

街路灯の老朽化に伴う建替え時にＬＥＤ灯具を設置します。
予算866,000→決見843,106
（工事費823,217、設計費

14,768）

私設街路灯助成事業
【私設街路灯助成費】

町内会や商店街組合等が設置し維持管理する街路灯（私
設街路灯）の設置費や維持費について助成します。

予算136,000→決見102,814
（電灯料補助56,953、設置費補

助38,287）

図書館照明ＬＥＤ化事業
【図書館照明ＬＥＤ化事業費】

市有施設である図書館の消費電力節減のため、閲覧室及
び書庫等の照明をLED化します。また、LED化することで、
蛍光灯からの紫外線による本の日焼けを解消します。
※H29年度事業終了

予算26,000→決見22,541
（ＬＥＤ照明取替工事：新琴似図

書館、澄川図書館）

地下鉄省エネルギー推進事業
地下鉄施設などの省エネルギーを推進するため、駅の照明
設備のＬＥＤ化や列車のブレーキ時に発生する回生電力の
有効利用を図る電力貯蔵装置の設置を進めます。

予算111,710→決見102,254
(東豊線大通駅LED工事、中の

島駅LED工事)

太陽光発電システム修繕事業
【施設改修等整備費】

学校における設置後10年以上経過した太陽光発電システ
ムについて、計画的な機器の更新を行います。

予算4,080→決見4,547
（全額委託費）



平成30年度　評価対象事業（候補）一覧

（単位：千円）

72
政）都市計画部事業
推進課
建）土木部道路課

73 政）総合交通計画部
都市交通課

74 政）総合交通計画部
都市交通課

75 政）総合交通計画部
都市交通課

76 政）総合交通計画部
都市交通課

77 政）総合交通計画部
都市交通課

78 政）総合交通計画部
路面電車活用担当課

79 政）総合交通計画部
交通計画課

80 政）総合交通計画部
交通計画課

81 政）総合交通計画部
交通計画課

No
事業名

【】内は、評価調書上の事業名
担当部署 事業概要

大通バスセンター改修事業
【総合交通計画一般事務費】

都心部の主要な交通結節点である大通バスセンターにつ
いて、利用者の安全確保、施設の円滑な維持管理のため、
施設の老朽化に対応した改修をします。
※H28年度事業終了

―

H29予算⇒決算見込み
（　）内は主な支出内容

苗穂駅周辺地区まちづくり推進事
業
【①苗穂駅移転橋上化事業費】
【②苗穂駅周辺地区まちづくり推
進事業】

苗穂駅周辺地区において、ＪＲ苗穂駅を移転・橋上化すると
ともに、自由通路、駅前広場、ネットワーク道路などの公共
施設の整備を進め、にぎわいや活性化をもたらすまちづくり
を推進します。

①予算1,162,174→決見960,501
(駅舎工事、電気工事)

②予算3,431,851→決見2,433,240
(自由通路整備、用地補償）

地域公共交通利用環境改善事業
【地域公共交通利用環境改善事
業費】

清田区のバス利用者へのサービスアップの取組のほか、
公共交通確保・維持改善に向けた調査や、お年寄りや障が
い者などにも乗りやすいノンステップバスへの補助などを通
じて公共交通の利便性向上を図ります。

予算26,600→決見34,251
（ユニバーサルデザイン（ＵＤ）タク
シー補助24,000・ノンステップバス

補助8,400）

バスロケーションシステム導入支
援事業
【地域公共交通利用環境改善事
業費】

バスロケーションシステムの導入を促進し、利用者にバス
の運行情報をリアルタイムで提供することにより、冬季を中
心としたバスの定時性に関する満足度を高めるなど、バス
の利便性を向上させます。

予算24,400→決見0
（H30・31の２ヵ年で導入予定）

公共交通ネットワーク確保対策事
業
【公共交通ネットワーク確保対策
事業費】

乗合バス路線維持に係る補助や地域の交通体系確立に向
けた基本的な方針を策定するほか、地域の特性に応じた効
率的で使いやすい地域公共交通体系の在り方を検討しま
す。

予算619,000→決見559,047
（補助金532,468、業務委託費

7,236）

パークアンドライド駐車場関係事
業【パークアンドライド駐車場関
係事業費】

パークアンドライド駐車場を整備、運営する事業者に対し経
費の一部を補助・融資を行うとともに、総合交通計画の見
直しを機にあり方検討を行います。
※H30年度で補助・融資終了

予算30,000→決見24,000
（補助金24,000）

路面電車活用推進事業
【路面電車活用推進費】

路面電車沿線の活性化などを図るため、既設線の振動・騒
音を抑える制振軌道化や低床車両の導入など、路面電車
の利便性向上に向けた取組を実施します。

予算295,000→決見701,239（H28
繰越：422,838、H29：278,401）
（補助金689,678（既設線の機能向
上・低床車両の製造）、業務委託

費8,009）

道路交通調査事業
【道路交通調査費】

既存道路ネットワークの機能強化のため、渋滞緩和などの
道路交通円滑化対策を進めるほか、社会情勢の変化を踏
まえた都市計画道路の見直しを進めます。

予算13,000→決見10,403
（業務委託費10,403）

総合交通計画改定
【総合交通計画見直し検討費】

今後迎える人口減少・超高齢社会など社会情勢の変化を
見据え、地下鉄などの公共交通ネットワークや道路ネット
ワークの在り方を検証・検討し、札幌市総合交通計画の改
定を行います。

予算18,000→決見15,092
（業務委託費14,904等）

地下歩行ネットワーク拡充検討事
業
【交通施設計画推進費】

都心来訪者の快適な回遊性を高めるとともに、にぎわいの
あるまちづくりの創出を支えるため、地下歩行ネットワーク
の拡充について検討を行います。

予算4,500→決見5,940
（業務委託費5,940）

政策分野１：暮らし・コミュニティ

政策目標９ 地域の課題を地域の力で解決する街

施策７ 持続可能な都市を支えるネットワーク ①交通ネットワーク

過度な自動車利用を控えた生活を支える、公共交通を中心とした交通ネットワークを更に活用していくた

め、交通結節点の整備や、地下鉄の利便性の向上などによる利用促進を図るとともに、地域の移動を支える

バスネットワークの維持・向上に向けた取組などを進めます。

また、都心での快適な移動を支えるとともに、個性的な景観や魅力的な空間を演出する路面電車について

は、そのループ化の推進や延伸の検討を進めるとともに、路面電車沿線の魅力向上を図ります。

さらに、市内交通の円滑化を図るとともに、都市間・地域間連携や空港・港湾へのアクセスを支える骨格

道路網を始めとする交通ネットワークの強化を図ります。

加えて、北海道新幹線の札幌延伸効果を道内に波及させるためにも、これを見据えた交通ネットワークの

強化などにより、市民生活や経済・観光などを支える円滑な交通ネットワークの構築を目指します。

資料2-2



（単位：千円）

No
事業名

【】内は、評価調書上の事業名
担当部署 事業概要

H29予算⇒決算見込み
（　）内は主な支出内容

82 政）総合交通計画部
交通計画課

83 政）総合交通計画部
交通計画課

84 建）土木部業務課

85 建）土木部道路課

86 建）土木部道路課

87 建）土木部道路維持
課

ＪＲ駅バリアフリー化補助事業
【交通施設計画推進費】

ＪＲ北海道が行う鉄道駅のバリアフリー化工事に対して補
助を行います。
（H30 JRあいの里公園駅のバリアフリー化工事補助）

予算0→決見0

交通施設計画推進事業
【交通施設計画推進費】

地下鉄やJR駅などの乗継利便性の向上、都心部における
駐車場設置のあり方、自転車利用環境の創出など、将来に
向けた交通施設の検討を行います。

予算11,500→決見5,835
（業務委託費5,610等）

生活道路等整備事業
傷みやすい簡易舗装の生活道路（幅員8m以下）などについ
て、安全で快適な生活環境を確保するため、舗装構造の改
良整備や歩道設置などを実施します。

予算4,721,179→決見4,533,258
　（工事費4,141,119、　測量、設計

費262,133）

道路標識整備事業
【道路標識整備費】

交通の安全と円滑を図るため、わかりやすい案内標識や
カーブミラーなどの安全標識を設置するとともに、老朽化し
た標識の建替えを行います。

予算107,000→決見86,362
（工事費43,158、設計費10,937）

電車通拡幅整備事業
路面電車が走る3路線（南1条通、西7丁目通、福住・桑園
通）において、安全かつ快適な交通空間を確保するととも
に、防災性や景観の向上を図ります。

予算1,956,156→決見979,034
（工事費608,885、用地費196,920）

骨格道路網等整備事業

広域連携の強化や市内交通の円滑化を図るため、骨格道
路網などの整備を推進するとともに、公共交通の利便性の
向上に資する道路の整備や、防災機能の強化を図るため
無電柱化を進めます。

予算14,973,000→決見10,796,526
　（工事費6,025,341、用地費

2,233,409）


